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第 １ 章  本 研 究 の 背 景 と ⽬ 的  

第 1 節  本 研 究 の 背 景  

  こ れ か ら の ⼦ ど も た ち に 求 め ら れ て い る 学 び は ， 主 体 的 に 学

び 続 け て 試 ⾏ 錯 誤 し た り ， 多 様 な 他 者 と 協 働 し た り し て ， 新 た

な 価 値 を ⽣ み 出 し て い く こ と で あ る（ ⽂ 部 科 学 省 ，2 0 1 6 ）。そ の

よ う な 他 者 と の 学 び の １ つ に 協 同 学 習 が あ る 。 本 研 究 で は ， ス

モ ー ル ・ グ ル ー プ を 活 ⽤ す る 教 育 ⽅ 法 を 協 同 学 習 と す る

J o h n s o n ， J o h n s o n， &  H o l u b e c  ( 1 9 9 3 ) を 受 け ， 協 同 学 習 の 定 義

を 「 児 童 ⽣ 徒 達 が ⼀ 緒 に 取 り 組 む こ と に よ っ て ⾃ 分 の 学 習 と 互

い の 学 習 を 最 ⼤ 限 に ⾼ め よ う と す る も の で あ り ， ⼩ 集 団 を 活 ⽤

す る 教 育 ⽅ 法 」 と す る 。  

協 同 学 習 は 実 践 者 に よ っ て 理 論 や ⼿ 法 に 違 い が あ る が ， そ れ

ぞ れ の 理 論 の 違 い よ り 共 通 性 の ⽅ が 重 要 で あ る（ 杉 江 ，2 0 1 1 ）。

そ れ ぞ れ の 協 同 学 習 に は 学 習 の 進 め ⽅ に 違 い は あ る が ， ど れ も

集 団 内 の 互 恵 的 な 相 互 依 存 関 係 を 基 に 協 同 的 な 学 習 活 動 を ⾏ う

点 で 共 通 し て い る と い え る 。  

協 同 学 習 に は 様 々 な 効 果 が 認 め ら れ て い る が ， そ の な か で 主

体 的 な 学 び に 特 に 関 与 す る と 考 え ら れ る の が ， 学 習 意 欲 の 向 上
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で あ る 。 協 同 学 習 が 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ る 理 論 的 背 景 と し て ，

⾃ ⼰ 決 定 理 論 （ D e c i  &  R y a n ， 1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ， 2 0 0 0 ） が あ

る 。 ⾃ 律 性 へ の 欲 求 ， 有 能 さ へ の 欲 求 ， 関 係 性 へ の 欲 求 の 3 つ

の ⼼ 理 的 欲 求 を バ ラ ン ス よ く 促 進 ， 充 ⾜ さ せ る こ と が 学 習 意 欲

向 上 の 条 件 と な る で あ ろ う 。  

こ の ⾃ ⼰ 決 定 理 論 を 基 に ， 他 者 と の 関 係 性 に 関 す る 感 情 と し

て ， 特 に 被 受 容 感 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 互 恵 的 相 互 依 存

関 係 が 成 ⽴ し 促 進 的 相 互 交 流 が 保 障 さ れ る 協 同 学 習 の 導 ⼊ は 児

童 の 被 受 容 感 を ⾼ め ，関 係 性 へ の 欲 求 が 促 進 ，充 ⾜ さ れ る ほ ど ，

学 習 に 対 す る 価 値 が 内 在 化 さ れ ， 学 習 意 欲 が 向 上 さ れ る と い う

こ と が 考 え ら れ る 。  

  被 受 容 感 と と も に ， 協 同 学 習 の 導 ⼊ に よ る 関 係 性 へ の 欲 求 の

充 ⾜ ， 促 進 に よ る 学 習 意 欲 の 向 上 と 関 連 し て い る も の と し て 考

え ら れ る の が ， 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ で あ る 。 協 同 学 習 の 導 ⼊ に

よ っ て ， 被 受 容 感 が ⾼ ま り ， 安 ⼼ し て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で

き る 環 境 の な か で 相 互 作 ⽤ が 活 発 と な り ， 学 習 意 欲 に 影 響 を 及

ぼ す と い う こ と が 考 え ら れ る 。  

 関 係 性 の 欲 求 の 促 進 に 加 え て ， 協 同 学 習 下 で は ， 肯 定 的 な 相

互 依 存 関 係 の 中 で 互 い の 役 割 や 貢 献 を 認 め 合 い 有 能 感 が ⾼ ま る

こ と で ， 有 能 さ へ の 欲 求 が 促 進 ， 充 ⾜ さ れ ， 学 習 意 欲 が ⾼ ま る

だ ろ う 。 ま た ， 児 童 は ⾃ 分 の 成 ⻑ だ け で な く 仲 間 の 成 ⻑ を 意 識

す る た め ， ⾃ 分 と と も に 仲 間 の た め に 頑 張 ろ う と い う 他 者 志 向

動 機 が ⾼ ま る だ ろ う 。 そ の 際 ， 他 者 志 向 動 機 は ⾃ ⼰ 決 定 的 で あ

り な が ら ， 同 時 に ⼈ の 願 い や 期 待 に 応 え る こ と を ⾃ 分 に 課 し て

努 ⼒ を 続 け る 意 欲 の 姿（ 真 島 ，1 9 9 5 ) と な る た め ，協 同 学 習 下 に
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お い て 他 者 志 向 動 機 が ⾼ ま っ た 場 合 ， ⾃ 律 性 へ の 欲 求 が 促 進 ，

充 ⾜ さ れ ， 学 習 意 欲 が 向 上 す る と 考 え ら れ る だ ろ う 。 し か し ，

関 係 性 の ⾼ ま り と は 違 い ， 有 能 さ や ⾃ 律 性 に つ い て は ， 協 同 学

習 を 導 ⼊ し た か ら と い っ て ， す ぐ に 全 て の 児 童 が ⾃ 然 に そ の よ

う な 恩 恵 を 受 け る こ と は ， 難 し い こ と が 考 え ら れ る 。  

 そ こ で ， 本 研 究 で は ， 協 同 学 習 下 に お い て ， 児 童 が 互 い に ほ

め た り ， 励 ま し た り ， パ フ ォ ー マ ン ス を 応 答 的 に 受 け ⽌ め た り

す る な ど の ポ ジ テ ィ ブ な フ ィ ー ド バ ッ ク を ⾏ い ， 有 能 さ や ⾃ 律

性 を ⾼ め る 仕 組 み づ く り を ⾏ う 。 肯 定 的 に 仲 間 か ら 評 価 さ れ る

こ と で ， 有 能 さ と ⾃ 律 性 が ⾼ め ら れ ， 学 習 意 欲 が ⾼ ま る こ と が

考 え ら れ る 。  

 協 同 学 習 の 効 果 は ， 互 恵 的 な 相 互 依 存 関 係 に よ っ て う ま れ る

（ C h i n n ，O ʼD o n n e l l  &  J i n k s ， 2 0 0 0 ）。 互 恵 的 な 相 互 依 存 関 係 が

う ま れ る 協 同 学 習 の 成 ⽴ の た め に J o h n s o n  e t  a l .  ( 1 9 9 3 ) は ，  5

つ の 条 件 を ⽰ し て い る 。 し か し ， 実 践 に お い て 教 師 が 協 同 学 習

を 意 図 し て 導 ⼊ し た か ら と ⾔ っ て ， そ の 効 果 が 必 ず う ま れ る わ

け で は な い (Ha i n e s  &  M c k e a c h i e ， 1 9 6 7 ) 。 ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 で

は ， ⼀ 部 の 児 童 に 互 恵 的 相 互 依 存 関 係 が で き な い 可 能 性 が 考 え

ら れ る 。 本 研 究 に お け る ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 と は ， 現 在 ， 我 が 国

で 進 め ら れ て い る J o h n s o n  e t  a l . ( 1 9 9 3 ) の 協 同 学 習 の 5 要 件 を

満 た そ う と す る 学 習（ 杉 江 ，2 0 1 1 ) で あ る が ，⾃ ⼰ 決 定 理 論（ D e c i  

&  R y a n ， 1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ， 2 0 0 0 ） の 基 本 的 欲 求 理 論 に よ る 3

つ の 欲 求 の 促 進 ， 充 ⾜ を 意 図 し た 特 別 な 介 ⼊ は さ れ て い な い も

の の こ と で あ る 。  
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第 2 節  本 研 究 の ⽬ 的  

こ れ ま で の 協 同 学 習 に 関 す る わ が 国 の 研 究 は ， そ の 多 く が ，

対 照 群 が 設 定 さ れ ず ， 学 習 意 欲 を 構 成 す る 複 数 の 要 素 の 影 響 を

同 時 に 検 討 す る よ う な 実 践 報 告 や 実 践 研 究 で あ っ た 。 協 同 学 習

導 ⼊ の 結 果 ， 学 習 意 欲 が ど の よ う に ⾼ ま っ て い く の か と い う プ

ロ セ ス に つ い て 検 討 し た も の は ， 協 同 学 習 と 集 団 の 凝 集 性 や 結

束 ⼒ 等 の 要 因 と の 検 討 に 限 ら れ ， 被 受 容 感 と 児 童 同 ⼠ の 相 互 作

⽤ ，学 習 意 欲 の 関 係 に つ い て 検 討 し た 研 究 は 希 少 で あ る 。ま た ，

こ れ ま で の 研 究 は ， 検 討 の 対 象 を 学 級 全 員 と し て お り ， 被 受 容

感 に 着 ⽬ し て 学 級 を 幾 つ か の グ ル ー プ に 分 け ， 群 ご と に 協 同 学

習 の 学 習 意 欲 に 対 す る 効 果 を 検 討 す る よ う な 研 究 は ⾒ ら れ な い 。 

  そ こ で 本 研 究 で は ， 上 記 の 課 題 の 解 決 に 向 け て ， 以 下 の よ う

に 進 め て い く 。 ま ず 研 究 １ で は ， ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 を 実 施 し ，

協 同 学 習 の 導 ⼊ が 被 受 容 感 と 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ ， そ し て 学 習

意 欲 に 及 ぼ す 効 果 を 検 討 す る 。  

次 に 研 究 2 で は ， ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 の 導 ⼊ で 学 習 意 欲 が ⾼ ま

る プ ロ セ ス を 検 討 す る た め に ， 協 同 学 習 導 ⼊ の 際 に ， 被 受 容 感

と 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ が 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 。 ま

た ， 協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 被 受 容 感 の ⽔ 準 が 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て も 検 討 す る 。  

そ し て 研 究 3 で は ， 関 係 性 の 欲 求 に 加 え て ， 有 能 さ と ⾃ 律 性

の 欲 求 の 促 進 を 意 図 し た 協 同 学 習 を 開 発 し ， そ の 効 果 を 検 討 す

る 。 は じ め に 予 備 調 査 を ⾏ い ， 協 同 学 習 に お け る 有 能 さ と ⾃ 律

性 を 促 進 さ せ る ⽅ 法 と し て 到 達 度 評 価 に よ る ⾃ ⼰ 評 価 に 着 ⽬ し ，

⾃ ⼰ 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 が ， 児 童 の 学 習 効 ⼒ 感 に 及 ぼ す
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効 果 を 検 討 す る 。 さ ら に 本 調 査 に お い て ， 相 互 評 価 に 着 ⽬ し ，

到 達 度 評 価 に よ る ⾃ ⼰ 評 価 と グ ル ー プ 内 の 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ

た 協 同 学 習 が 児 童 の ⾃ 律 的 学 習 ⾏ 動 と 学 習 効 ⼒ 感 を 含 む 学 習 意

欲 に 及 ぼ す 効 果 を 検 討 す る 。  

最 後 に 全 て の 研 究 を 受 け て ， 協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 被 受 容 感 の 程

度 に 関 係 な く ， 全 て の 児 童 の 学 習 意 欲 が ⾼ ま る 協 同 学 習 の 在 り

⽅ に 関 す る 教 育 的 ⽰ 唆 と 今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ る 。  

第 2 章  協 同 学 習 が 児 童 の 被 受 容 感 と 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ ， 学 習

意 欲 に 及 ぼ す 効 果 ( 研 究 1 )  

第 1 節  ⽬ 的  

研 究 1 で は ， ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 の 導 ⼊ が 児 童 の 被 受 容 感 ， 児

童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ 及 び 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 効 果 と ， そ れ ら の 関 連

に つ い て 検 討 を ⾏ う こ と を ⽬ 的 と す る 。  

第 2 節  ⽅ 法  

第 1 項  調 査 対 象 と 調 査 時 期  

A 県 公 ⽴ ⼩ 学 校 6 年 ⽣ 2 ク ラ ス ( 協 同 学 習 群 ・ 7 2 名 ) と ， 同 じ

⼩ 学 校 6 年 ⽣ 2 ク ラ ス (統 制 群・ 7 1 名 ) ，計 1 4 3 名 が 調 査 対 象 と

な っ た 。 協 同 学 習 導 ⼊ 群 は ， 2 0 1 2 年 1 1 ⽉ 上 旬 に 事 前 調 査 を 実

施 し た 。 そ れ よ り ， １ ヶ ⽉ に わ た っ て 全 て の 教 科 に お い て 協 同

学 習 プ ロ グ ラ ム を 取 り ⼊ れ ， 1 2 ⽉ 上 旬 に 事 後 調 査 を 実 施 し た 。

ま た ，教 師 に よ る 講 義 を 主 体 と す る ⼀ ⻫ 学 習 を ⾏ っ た 統 制 群 は ， 

2 0 1 5 年 1 1 ⽉ 上 旬 に 事 前 調 査 を 実 施 し ，1 2 ⽉ 上 旬 に 事 後 調 査 を

実 施 し た 。  

第 2 項  調 査 内 容  

（ 1 ） 被 受 容 感 尺 度：鈴 ⽊・ ⼩ 川 ( 2 0 0 7 ) が 作 成 し た 被 受 容 感 尺
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度 を ⽤ い た 。 １ 因 ⼦ 7 項 ⽬ で 構 成 さ れ て い る 。  

（ 2 ） 相 互 作 ⽤ 尺 度：牧 野・神 ⼭ ( 2 0 0 9 ) が 作 成 し た も の を 使 ⽤

し た 。 こ の 尺 度 は ，「 情 緒 的 相 互 作 ⽤ 」 と 「 機 能 的 相 互 作 ⽤ 」 の

２ つ の 下 位 尺 度 で 構 成 さ れ て い る 。  

（ 3 ） 学 習 意 欲 尺 度 ： 真 ⽥ ・ 浅 川 ・ 佐 々 ⽊ ・ 貴 村（ 2 0 1 4 ） に よ

っ て 作 成 さ れ た 尺 度 を ⽤ い た 。こ の 尺 度 は ，「 ⾃ 律 的 学 習 ⾏ 動 」，

「 積 極 的 関 与 ⾏ 動 」，「 授 業 に 対 す る ⾃ 我 関 与 」，「 学 習 効 ⼒ 感 」

の ４ つ の 下 位 尺 度 で 構 成 さ れ て い る 。  

第 3 項  実 践 し た 授 業 モ デ ル  

本 研 究 で は ，  J o h n s o n  e t  a l .  ( 1 9 9 3 ) の C o o p e r a t i v e  L e a r n i n g

の 5 条 件 を 協 同 学 習 の 基 本 と し て 授 業 内 で 満 た す よ う に 授 業 プ

ロ グ ラ ム を 設 計 し ， 導 ⼊ し た 。  

第 3 節  結 果 と 考 察  

全 て の 尺 度 得 点 に 対 し ， 協 同 学 習 導 ⼊ の 有 無 と 時 期 を 要 因 と

す る 2 要 因 混 合 計 画 の 分 散 分 析 を ⾏ っ た ( Ta b l e  1 ) 。 そ の 結 果 ，

協 同 学 習 導 ⼊ 後 に 導 ⼊ 群 の 被 受 容 感 ， 情 緒 的 相 互 作 ⽤ 及 び 機 能

的 相 互 作 ⽤ が 有 意 に ⾼ ま っ て い た 。 ま た ， 導 ⼊ 群 の 学 習 意 欲 総

得 点 及 び 学 習 意 欲 下 位 尺 度 で あ る 積 極 的 関 与 ⾏ 動 ， 授 業 に 対 す

る ⾃ 我 関 与 ， 学 習 効 ⼒ 感 が 有 意 に ⾼ く な っ て い た 。 ⼀ 般 的 な 協

同 学 習 の 導 ⼊ が ， 被 受 容 感 ， 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ ， 学 習 意 欲 を

⾼ め る こ と が 明 ら か に な っ た 。   
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次 に ， 協 同 学 習 実 施 群 の 被 受 容 感 得 点 と ， 相 互 作 ⽤ と 学 習 意

欲 の 下 位 尺 度 得 点 の 協 同 学 習 導 ⼊ 前 後 の 点 数 の 差 を 求 め た 後 に ，

そ れ ぞ れ の 差 の 相 関 を 求 め た （ Ta b l e  2 ）。 そ の 結 果 ， 被 受 容 感

得 点 の 差 は ， 情 緒 的 相 互 作 ⽤ ， 機 能 的 相 互 作 ⽤ の 得 点 の 差 と 有

意 な 相 関 が 認 め ら れ た 。 ま た ， 情 緒 的 相 互 作 ⽤ ， 機 能 的 相 互 作

⽤ の 得 点 の 差 と 学 習 意 欲 下 位 尺 度 の 積 極 的 関 与 ⾏ 動 や 授 業 に 対

す る ⾃ 我 関 与 の 得 点 の 差 に も 有 意 な 相 関 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら

の こ と か ら ， 協 同 学 習 の 導 ⼊ に よ り 安 ⼼ し て 仲 間 と 関 わ り な が

ら 学 び 合 う な か で ， 情 緒 的 な 相 互 作 ⽤ や ⾔ 語 的 な 相 互 作 ⽤ が 促

進 さ れ ， 被 受 容 感 が ⾼ ま り ， 学 ぶ 仲 間 や 学 ぶ 内 容 へ の 積 極 的 関

与 ⾏ 動 が ⾼ ま る と と も に ， 学 ぶ 内 容 ⾃ 体 へ の 興 味 ・ 関 ⼼ が ⾼ ま

り ， 授 業 へ の ⾃ 我 関 与 を ⾼ め る こ と が で き た と い う こ と が ⽰ 唆

さ れ た 。  

被受容感 2.71 (0.71) 3.03 (0.68) 2.74 (0.71) 2.73 (0.72) 11.03 ** 1.52 13.55 ***

情緒的相互作用 2.98 (0.72) 3.11 (0.65) 3.17 (0.64) 2.97 (0.72) 0.50 0.05 10.79 **

機能的相互作用 2.70 (0.88) 2.89 (0.71) 2.76 (0.77) 2.74 (0.79) 1.89 0.13 2.77 †

学習意欲総得点 2.56 (0.64) 2.85 (0.6471) 2.83 (0.64) 2.70 (0.72) 3.16 † 0.38 26.90 ***

自律的学習行動 2.83 (0.76) 3.11 (0.65) 2.91 (0.68) 2.97 (0.72) 6.67 * 0.10 3.13 †

積極的関与行動 2.54 (0.75) 2.83 (0.84) 2.88 (0.76) 2.68 (0.88) 0.39 0.66 14.25 ***

学習に関する自我関与 2.36 (0.92) 2.71 (0.92) 2.79 (0.80) 2.59 (0.87) 1.95 1.30 28.69 ***

学習効力感 2.52 (0.73) 2.73 (0.73) 2.75 (0.72) 2.56 (0.77) 0.03 0.08 15.62 ***

†p <.10  *p <.05 **p <.01  ***p <.001

群 作用

Table 1  被受容感尺度，相互作用尺度,学習意欲尺度の時期×群の平均値(SD)と分散分析結果(F値)

協同学習導入群 教師の講義主体の一斉授業実施群 主効果 交互

導入前 導入後 導入前 導入後 時期

1 被受容感得点差 .37 ** .37 ** -.07 .18 .22 † .05
2 情緒的相互作用得点差 .48 *** .15 .21 † .23 † .17
3 機能的相互作用得点差 .21 † .30 * .31 ** .17
4 自律的学習行動得点差 .44 *** .45 *** .60 ***

5 積極的関与行動得点差 .32 ** .39 **

6 授業に対する自我関与得点差 .56 ***

7 学習効力感得点差
†p <.10  *p <.05  **p <.01  ***p <.001

Table 2 被受容感得点，相互作用と学習意欲下位尺度得点の協同学習導入前後の差の相関関係(N =72)

-
-

1 2 3 4 5 6 7

-

-
-

-
-
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第 3 章  協 同 学 習 の 導 ⼊ の 際 に 被 受 容 感 と 児 童 同 ⼠ の 相 互

作 ⽤ が 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響 （ 研 究 2 ）  

第 1 節  ⽬ 的  

協 同 学 習 の 導 ⼊ の 際 に ， 被 受 容 感 と 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ が 学

習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 を ⾏ う こ と を ⽬ 的 と す る 。 ま

た ， 協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 被 受 容 感 の ⽔ 準 が 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て も 検 討 す る 。  

第 2 節  ⽅ 法  

第 1 項  調 査 対 象 と 実 施 時 期  

A 県 公 ⽴ B ⼩ 学 校 の 6 年 ⽣ の 2 ク ラ ス ， 7 2 名 に 調 査 を 実 施

し た 。 調 査 は ， 2 0 1X 年 1 1 ⽉ 上 旬 に 事 前 調 査 を 実 施 し た 。 そ れ

よ り ， １ ヶ ⽉ に わ た っ て 全 て の 教 科 に お い て 協 同 学 習 プ ロ グ ラ

ム を 取 り ⼊ れ ， 1 2 ⽉ 上 旬 に 事 後 調 査 を 実 施 し た 。  

第 2 項  質 問 紙 の 構 成 と ⼿ 続 き  

研 究 1 と 同 じ 尺 度 を ⽤ い た 。  

第 3 節  結 果 と 考 察  

協 同 学 習 導 ⼊ の 際 の 学 習 意 欲 と 相 互 作 ⽤ ， 被 受 容 感 の 関 係 を

検 討 す る た め ， 共 分 散 構 造 分 析 を ⾏ っ た と こ ろ ， F i g u r e 1 の と

お り と な っ た 。 協 同 学 習 導 ⼊ 後 ， 被 受 容 感 が 相 互 作 ⽤ に 影 響 を

及 ぼ し て い る こ と ， 相 互 作 ⽤ を 経 由 し て 学 習 意 欲 に 間 接 的 に 影

響 を 及 ぼ し て い る と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。  

協 同 学 習 の 導 ⼊ に よ り ， 教 師 に よ っ て 仕 組 ま れ た 形 式 的 ， 受

動 的 な 相 互 作 ⽤ の 中 で 関 係 性 が ⾼ ま っ て 児 童 の 被 受 容 感 が 育 ま

れ ， 児 童 同 ⼠ の 主 体 的 な 相 互 作 ⽤ が 促 進 さ れ て ， 学 習 意 欲 が 向
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上 し た と い う こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。  

次 に ， 被 受 容 感 得 点 の 協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 平 均 値 を 算 出 し ， そ

の 数 値 に 基 づ き ， 平 均 値 ＋ 1 / 2 S D 以 上 の 群 を ⾼ 群 ， 平 均 値 ＋

1 / 2 S D か ら − 1 / 2 S D ま で に 含 ま れ る 群 を 中 群 ， 平 均 値 − 1 / 2 S D

以 下 の 群 を 低 群 と し た 。 そ の 群 分 け に 基 づ い て ， 学 習 意 欲 尺 度

得 点 ， 相 互 作 ⽤ 尺 度 得 点 及 び 被 受 容 感 得 点 に つ い て 協 同 学 習 導

⼊ 前 の 被 受 容 感 得 点 の ⽔ 準 ×時 期 を 要 因 と す る 2 要 因 混 合 計 画

の 分 散 分 析 を ⾏ っ た （ Ta b l e  3 ）。   

そ の 結 果 ， 被 受 容 感 低 群 と ⾼ 群 の 学 習 意 欲 総 得 点 が 有 意 に 上

昇 し て い た が ， 被 受 容 感 中 群 に 有 意 な 得 点 の 変 化 は 認 め ら れ な

か っ た 。 導 ⼊ 前 の 被 受 容 感 の 程 度 に よ っ て ， 協 同 学 習 が 学 習 意

欲 に 及 ぼ す 影 響 が 変 わ る 可 能 性 が ⽰ 唆 さ れ た 。  

学 習 意 欲 下 位 尺 度 の 「 積 極 的 関 与 ⾏ 動 」，「 授 業 に 対 す る ⾃ 我

被受容感 被受容感 e1

相互作用 相互作用 e2

学習意欲 学習意欲 e3

協同学習導入前 協同学習導入後

Figure1  協同学習の導入の際に被受容感と相互作用が学習意欲に及ぼす影響

.73***

.50***

.38***

.43***

.54

.51

.61

.59***

.64***

.43**

χ 2(7)=5.717, GFI=.973, AGFI=.920, AIC=33.717, RMSER=.000

.47***
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関 与 」 は ， 被 受 容 感 の 程 度 に 関 係 な く ど の 群 も 得 点 が 上 昇 し て

い た 。 ⼀ ⽅ ，「 ⾃ 律 的 学 習 ⾏ 動 」 は ， 被 受 容 感 ⾼ 群 の み が 協 同 学

習 導 ⼊ 後 に 有 意 に 得 点 が 上 昇 し て い た 。⼀ ⽅ ，被 受 容 感 の 中 群 ，

低 群 の ⾃ 律 的 学 習 ⾏ 動 得 点 に 変 化 は み ら れ な か っ た 。ま た ，「 学

習 効 ⼒ 感 」 は ， 被 受 容 感 低 群 と ⾼ 群 が 有 意 に 上 昇 し て お り ， 被

受 容 感 が 中 程 度 の 児 童 に 学 習 効 ⼒ 感 の 変 容 は 認 め ら れ な か っ た 。 

こ れ ら の こ と か ら ， 被 受 容 感 が 低 い 児 童 は 関 係 性 と 有 能 さ の

欲 求 を 促 進 さ せ る こ と で 学 習 意 欲 が ⾼ ま っ た と 考 え ら れ る 。 ま

た ， 被 受 容 感 が ⾼ い 児 童 は ， ⾃ 律 性 と 有 能 さ の 欲 求 を 促 進 さ せ

る こ と で 学 習 意 欲 が ⾼ ま っ た と 考 え ら れ る 。 ⼀ ⽅ ， 被 受 容 感 が

中 程 度 の 児 童 は ， 関 係 性 の 欲 求 が ⼀ 定 程 度 促 進 さ れ た も の の ，

⾃ 律 性 と 有 能 さ の 欲 求 が 促 進 さ れ な か っ た た め ， 学 習 意 欲 が ⾼

ま ら な か っ た と い う こ と が 考 え ら れ る 。 同 じ ⼀ 般 的 な 協 同 学 習

を ⾏ っ て い て も 被 受 容 感 の 程 度 に よ っ て ， 協 同 学 習 の 恩 恵 を 受

け ら れ る 児 童 と そ う で な い 児 童 が 教 室 に 存 在 す る 可 能 性 が ⽰ 唆

さ れ た 。  

時期の 被受容感水準群の

単純主効果 単純主効果

2.17 2.46 2.78 2.81 2.80 3.19 16.84 *** 10.08 *** 3.36 * 低群：導入前＜導入後 導入前：低＜中，低＜高

(0.52) (0.69) (0.57) (0.59) (0.59) (0.67) 高群：導入前＜導入後 導入後：低＜高

2.53 2.63 2.99 2.96 2.92 3.24 4.27 * 3.63 * 2.61 † 高群：導入前＜導入後 導入前：n.s.
(0.73) (0.81) (0.73) (0.65) (0.74) (0.69) 導入後：低＜高

2.05 2.39 2.74 2.88 2.74 3.24 16.17 *** 13.37 *** 1.76
(0.60) (0.55) (0.70) (0.71) (0.70) (0.47)
1.87 2.36 2.42 2.59 2.73 3.13 18.34 *** 6.12 ** 1.25

(0.77) (0.96) (0.86) (0.88) (0.95) (0.78)
1.77 2.23 2.58 2.58 2.64 3.03 10.69 ** 14.30 *** 2.72 † 低群：導入前＜導入後 導入前：低＜中，低＜高

(0.51) (0.76) (0.69) (0.62) (0.72) (0.61) 高群：導入前＜導入後 導入後：低＜高

2.68 2.99 3.30 3.38 3.83 3.86 3.77 † 23.18 *** 1.47
(0.69) (0.71) (0.59) (0.57) (0.51) (0.48)
2.54 2.75 3.05 3.16 3.42 3.40 1.81 13.11 *** 0.83

(0.67) (0.66) (0.55) (0.66) (0.54) (0.46)
2.14 2.49 2.72 2.75 3.29 3.36 3.31 † 17.89 *** 1.42

(0.71) (0.67) (0.81) (0.64) (0.69) (0.53)
1.99 2.49 2.77 3.04 3.42 3.54 26.91 *** 59.24 *** 3.88 * 低群：導入前＜導入後 導入前：低＜中＜高

(0.46) (0.68) (0.24) (0.34) (0.33) (0.56) 中群：導入前＜導入後 導入前：低＜中＜高

上段：平均値，下段:（標準偏差）*** p <.001, **p <.01, *p <.05, †p <.10

水準群

情緒的相互作用得点

機能的相互作用得点

導入前 導入後 交互作用

自律的学習行動得点

学習意欲尺度得点

被受容感得点

Table 3  学習意欲尺度,相互作⽤尺度得点及び被受容感得点を従属変数，時期と被受容感⽔準群を独⽴変数とした分散分析結果（F 値）

積極的関与行動得点

授業に対する自我関与得点

学習効力感得点

相互作用尺度得点

導入前

交互作用に対する単純主効果の検定主効果

導入後 導入前

低群（N =23) 中群（N =24) 高群（N =24)

時期
被受容感

導入後
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第 4 章  ⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 が 児 童

の 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 効 果 ( 研 究 3 )  

第 1 節  ⽬ 的  

予 備 調 査 で は ，⾃ ⼰ 決 定 理 論（ D e c i  &  R y a n ，1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ，

2 0 0 0 ） の 3 つ の 欲 求 の 観 点 を も と に ⾃ ⼰ 評 価 活 動 を 取 り ⼊ れ た

協 同 学 習 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し ， 児 童 の 被 受 容 感 ， 児 童 同 ⼠ の 相

互 作 ⽤ 及 び 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て ， 被 受 容 感 の 事 前 の

⽔ 準 ご と に 検 討 を ⾏ う こ と を ⽬ 的 と す る 。  

 本 調 査 で は ， 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 プ ロ グ ラ ム を 実

践 し ， 児 童 の 被 受 容 感 ， 児 童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ 及 び 学 習 意 欲 に 及

ぼ す 効 果 に つ い て ， 被 受 容 感 の 事 前 の ⽔ 準 ご と に 検 討 を ⾏ う こ

と を ⽬ 的 と す る 。  

第 2 節  ⽅ 法 ( 予 備 調 査 )  

第 1 項  調 査 対 象 と 調 査 時 期  

A 県 公 ⽴ ⼩ 学 校 4 年 ⽣ の 1 ク ラ ス ( 3 4 名 ) が 調 査 対 象 と な っ

た 。 2 0 1 6 年 1 1 ⽉ 上 旬 に 事 前 調 査 を 実 施 。 そ れ よ り 1 ヶ ⽉ に わ

た っ て ， ⾃ ⼰ 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 を 取 り ⼊ れ ， 1 2 ⽉ 上 旬

に 事 後 調 査 を 実 施 し た 。  

第 2 項  調 査 内 容  

 研 究 1 ， 2 と 同 じ 尺 度 を ⽤ い た 。  

第 3 項  実 践 し た 授 業 モ デ ル  

J o h n s o n  e t  a l .  ( 1 9 9 3 ) の C o o p e r a t i v e  L e a r n i n g の 5 条 件 を 協

同 学 習 の 基 本 と し て 授 業 内 で 満 た す よ う に 授 業 プ ロ グ ラ ム を 設

計 し ， 導 ⼊ し た 。 有 能 さ と ⾃ 律 性 が 促 進 さ れ る よ う に ， ⾃ ⼰ 評

価 を 取 り ⼊ れ た 学 習 過 程 を 設 定 し た 。  
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第 3 節 ， 第 4 節  結 果 と 考 察 ( 予 備 調 査 )  

 協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 平 均 値 を 算 出 し ， 研 究 2 と 同 様 に 群 分 け を

⾏ っ た 。 そ の 群 分 け に 基 づ い て ， 全 て の 得 点 に つ い て ， 導 ⼊ 前

の 被 受 容 感 得 点 の ⽔ 準 ×時 期 を 要 因 と す る 2 要 因 混 合 計 画 の 分

散 分 析 を ⾏ っ た （ Ta b l e 4 ）。 そ の 結 果 ， 学 習 効 ⼒ 感 の 時 期 の 主 効

果 が 有 意 に ⾒ ら れ た が ， 交 互 作 ⽤ は ⾒ ら れ な か っ た 。 ⾃ 分 の 頑

張 り や 成 ⻑ を 実 感 す る こ と で ， 被 受 容 感 の ⽔ 準 に 関 係 な く ， ど

の 群 の 児 童 も 学 習 効 ⼒ 感 を ⾼ め る こ と が で き た と い う こ と が 考

え ら れ る 。 ⾃ ⼰ 評 価 を 取 り ⼊ れ る こ と で ， 被 受 容 感 中 群 の 児 童

も 有 能 さ を 促 進 す る こ と が で き た と ⾔ え よ う 。  

⼀ ⽅ ， ⾃ 律 的 学 習 ⾏ 動 に は 有 意 な 変 化 が 認 め ら れ な か っ た 。

⾃ ⼰ 評 価 を 取 り ⼊ れ た だ け で は ， ⾃ 律 性 は 促 進 さ れ な い 可 能 性

が ⽰ 唆 さ れ た 。  

1.83 2.48 2.65 2.87 3.51 3.44 8.30 ** 43.98 *** 5.18 *

(0.31) (0.61) (0.35) (0.58) (0.24) (0.40)
2.31 2.42 2.84 2.93 3.27 3.35 0.97 10.69 *** 0.01

(0.61) (0.62) (0.53) (0.59) (0.47) (0.57)
2.43 2.47 2.63 2.60 3.38 3.33 0.01 8.66 *** 0.05

(0.59) (0.72) (0.81) (0.72) (0.35) (0.52)
2.38 2.60 2.93 3.02 3.22 3.32 0.86 4.57 * 0.08

(0.81) (0.80) (0.68) (0.85) (0.66) (0.71)
2.36 2.43 3.09 3.30 3.23 3.38 0.89 6.73 ** 0.07

(1.03) (0.92) (0.74) (0.58) (0.67) (0.61)
1.89 2.16 2.57 2.91 3.08 3.42 8.92 ** 12.34 *** 0.04

(0.61) (0.71) (0.63) (0.68) (0.70) (0.67)
2.69 2.59 3.01 2.98 3.14 3.23 0.01 2.97 † 0.19

(0.82) (0.59) (0.68) (0.65) (0.60) (0.54)
2.85 2.45 3.18 2.97 3.06 3.14 1.35 1.75 0.88

(0.89) (0.72) (0.78) (0.78) (0.74) (0.72)
2.52 2.72 2.84 3.00 3.23 3.33 1.17 2.8 † 0.07

(0.93) (0.88) (0.83) (0.87) (0.55) (0.48)
上段：平均値，下段:（標準偏差）*** p <.001, **p <.01, *p <.05, †p <.10

導入後

学習意欲尺度得点

被受容感得点

Table 4   被受容感，学習意欲，児童同⼠の相互作⽤の分散分析結果（F 値）
低群（N =11) 中群（N =11) 高群（N =12) 主効果

時期
被受容感

交互作用
水準群

導入前 導入後

機能的相互作用得点

自律的学習行動得点

導入前 導入後 導入前

積極的関与行動得点

授業に対する自我関与得点

学習効力感得点

相互作用尺度得点

情緒的相互作用得点
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第 5 節  ⽅ 法 ( 本 調 査 )  

第 1 項  調 査 対 象 と 調 査 時 期  

A 県 公 ⽴ ⼩ 学 校 6 年 ⽣ の 1 ク ラ ス ( 2 9 名 ) が 調 査 対 象 と な っ

た 。 2 0 1 7 年 1 1 ⽉ 上 旬 に 事 前 調 査 を 実 施 。 そ れ よ り 1 ヶ ⽉ に わ

た っ て ⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 を 取 り ⼊ れ ，

1 2 ⽉ 上 旬 に 事 後 調 査 を 実 施 し た 。  

第 2 項  調 査 内 容  

予 備 調 査 と 同 じ 尺 度 を ⽤ い た 。  

第 3 項  実 践 し た 授 業 モ デ ル  

J o h n s o n  e t  a l .（ 1 9 9 3 ） の C o o p e r a t i v e  L e a r n i n g の 5 条 件 を

協 同 学 習 の 基 本 と し て 授 業 内 で 満 た す よ う に 授 業 プ ロ グ ラ ム を

設 計 し ， 導 ⼊ し た 。 ま た ， ⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 学

習 過 程 を 設 定 し た 。  

第 6 節 ， 第 ７ 節  結 果 と 考 察 ( 本 調 査 )  

  予 備 調 査 と 同 様 に 群 分 け を ⾏ い ， そ の 群 分 け に 基 づ い て ， 被

受 容 感 得 点 ， 学 習 意 欲 尺 度 得 点 と 相 互 作 ⽤ 尺 度 得 点 に つ い て ，

協 同 学 習 導 ⼊ 前 の 被 受 容 感 得 点 の ⽔ 準 ×時 期 を 要 因 と す る 2 要

因 混 合 計 画 の 分 散 分 析 を ⾏ っ た （ Ta b l e  5 ）。  
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そ の 結 果 ， 被 受 容 感 に つ い て は ， 低 群 と 中 群 の 被 受 容 感 得 点

が 有 意 に ⾼ ま っ て い た 。 学 習 意 欲 に つ い て は ， 総 得 点 と と も に

全 て の 学 習 意 欲 下 位 尺 度 得 点 に 交 互 作 ⽤ が 認 め ら れ ず ， 時 期 の

主 効 果 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， ⾃ ⼰ 決 定 理 論 （ D e c i  

&  R y a n ， 1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ， 2 0 0 0 ） の 3 つ の 欲 求 の 観 点 を も と

に ⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 の 導 ⼊ に よ っ て ，

被 受 容 感 の 程 度 に 関 係 な く ， 被 受 容 感 の ど の ⽔ 準 の 児 童 も 学 習

意 欲 が 全 般 的 に ⾼ ま る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。  

⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 で は ， 被 受 容 感 が

低 い 群 は 関 係 性 を 促 進 ， 充 ⾜ さ せ 学 習 意 欲 を ⾼ め る と と も に ，

被 受 容 感 中 群 や ⾼ い 群 は 有 能 さ や ⾃ 律 性 を 促 進 ， 充 ⾜ さ せ て 学

習 意 欲 が ⾼ ま る 可 能 性 が ⽰ さ れ た 。  

こ の よ う に ，⾃ ⼰ 決 定 理 論（ D e c i  &  R y a n ，1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ，

2.44 2.76 2.80 3.01 3.20 3.5 19.33 *** 4.89 * 0.28
(0.70) (055) (0.48) (0.68) (0.45) (0.39)
2.58 2.83 2.99 3.11 3.24 3.38 5.48 * 2.63 † 0.36

(0.72) (0.65) (0.61) (0.69) (0.59) (0.45)
2.67 3.15 3.00 3.22 3.44 3.89 15.40 *** 3.91 * 0.66

(0.98) (0.75) (0.55) (0.69) (0.42) (0.23)
2.32 2.61 2.53 2.81 3.06 3.44 16.45 *** 2.90 † 0.18

(0.78) (0.70) (0.59) (0.99) (0.80) (0.76)
2.20 2.45 2.67 2.89 3.06 3.31 5.93 * 3.81 * 0.01
(0.74) (0.69) (0.82) (0.90) (0.68) (0.57)
2.85 3.23 3.21 3.37 3.53 3.75 5.03 * 4.50 * 0.38

(0.28) (0.63) (0.60) (0.79) (0.43) (0.28)
3.07 3.45 3.5 3.47 3.28 3.64 3.51 † 0.65 1.07

(0.40) (0.49) (0.60) (0.78) (0.81) (0.44)
2.64 3.00 2.93 3.26 3.78 3.85 4.10 † 7.76 ** 0.52

(0.57) (0.88) (0.81) (0.83) (0.33) (0.24)
2.61 3.25 3.13 3.6 3.76 3.76 23.02 *** 18.11 *** 6.13 **

(0.30) (0.52) (0.13) (0.49) (0.24) (0.38)
上段：平均値，下段:（標準偏差）*** p <.001, **p <.01, *p <.05, †p <.10

Table 5 ルーブリックを活⽤した⾃⼰評価と相互評価を取り⼊れた協同学習導⼊群の分散分析結果（F 値）
低群（N =11) 中群（N =9) 高群（N =9) 主効果

自律的学習行動得点

導入前 導入後 導入前 導入後 時期
被受容感

交互作用
水準群

学習意欲尺度得点

導入前 導入後

積極的関与行動得点

授業に対する自我関与得点

学習効力感得点

相互作用尺度得点

情緒的相互作用得点

機能的相互作用得点

被受容感得点
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2 0 0 0 ） の 3 つ の 欲 求 の 観 点 を も と に ⾃ ⼰ 評 価 と 相 互 評 価 を 取 り

⼊ れ た 協 同 学 習 を 導 ⼊ す る こ と で ， 協 同 学 習 の 恩 恵 を 受 け に く

か っ た 被 受 容 感 中 程 度 の 児 童 を 含 む 全 て の 児 童 の 関 係 性 の 促 進

に 加 え て ， ⾃ 律 性 と 有 能 さ へ の 欲 求 が 促 進 さ れ る こ と で ， 被 受

容 感 の 程 度 に 関 係 な く ど の 群 の 児 童 も 学 習 意 欲 が 全 般 的 に ⾼ ま

る こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。  

第 5 章  総 括  

第 1 節  総 合 考 察  

  本 研 究 で は ， ⼀ 般 的 な 協 同 学 習 の 導 ⼊ に よ り 被 受 容 感 ， 児 童

同 ⼠ の 機 能 的 ・ 情 緒 的 相 互 作 ⽤ ， 学 習 意 欲 が ⾼ ま る こ と ， そ れ

ら の 変 容 が そ れ ぞ れ 関 連 し て い る こ と （ 研 究 1 ） 被 受 容 感 が 児

童 同 ⼠ の 相 互 作 ⽤ に ， 相 互 作 ⽤ が 学 習 意 欲 に ⼀ ⽅ 向 的 に 影 響 を

及 ぼ し て い る こ と ， 被 受 容 感 の 程 度 に よ っ て 学 習 意 欲 の ⾼ ま り

に 差 が あ る こ と （ 研 究 2 ）， ⾃ ⼰ 決 定 理 論 （ D e c i  &  R y a n ，

1 9 8 5 ;D e c i  &  R y a n ， 2 0 0 0 ） の 3 つ の 欲 求 の 観 点 を も と に ⾃ ⼰ 評

価 と 相 互 評 価 を 取 り ⼊ れ た 協 同 学 習 が ，被 受 容 感 の 低 群・中 群・

⾼ 群 の 全 て の 群 の 学 習 意 欲 を ⾼ め る こ と（ 研 究 3 ）が ⽰ さ れ た 。

⼀ 連 の 研 究 に よ り ， こ れ ま で プ ロ セ ス が 明 ら か に さ れ て こ な か

っ た 学 習 意 欲 の 向 上 を ね ら い と し た 協 同 学 習 の 実 践 ， お よ び 関

係 性 ・ 有 能 さ ・ ⾃ 律 性 へ の 統 合 的 な ア プ ロ ー チ に よ る 協 同 学 習

プ ロ グ ラ ム の 実 践 に お け る ⼀ つ の モ デ ル を ⽰ す こ と が で き た 。  

第 2 節  学 習 意 欲 向 上 の た め の 協 同 学 習 プ ロ グ ラ ム に お け る 教 育

的 ⽰ 唆  

  本 研 究 で 中 ⼼ 的 に 取 り 上 げ た 被 受 容 感 を ⾼ め る よ う な 対 ⼈ 技

能 の 適 切 な 奨 励 ・ 訓 練 ・ 使 ⽤ ， グ ル ー プ の 改 善 ⼿ 続 き ， そ し て
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肯 定 的 相 互 依 存 関 係 の 構 築 は ， 学 習 意 欲 を ⾼ め る 協 同 学 習 プ ロ

グ ラ ム に お い て 不 可 ⽋ な 構 成 要 素 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た ，

⼀ 般 的 な 協 同 学 習 で は 被 受 容 感 の 程 度 に よ っ て 学 習 意 欲 の ⾼ ま

り に 差 が ⾒ ら れ た こ と か ら ， ⽬ 標 に 対 し て ど れ だ け ⾃ 分 が ⾏ 動

で き た か 考 え さ せ ， 学 習 に 関 す る 効 ⼒ 感 ， 有 能 さ を ⾼ め 学 習 意

欲 が ⾼ ま る よ う に す る こ と が 重 要 で あ ろ う 。 ま た ， ⾃ ⼰ 評 価 だ

け で な く 相 互 評 価 も ⾏ い ， 仲 間 か ら の ポ ジ テ ィ ブ な フ ィ ー ド バ

ッ ク を 受 け る 機 会 を つ く り ， 他 者 志 向 動 機 を ⾼ め る こ と で ， ⾃

律 性 を 促 進 さ せ 学 習 意 欲 が ⾼ め る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ

る 。  

第 3 節  本 研 究 の 課 題 と 展 望  

本 研 究 の 限 界 と 課 題 と し て ， 以 下 の ３ 点 が 挙 げ ら れ る ， 第 1

に ， 調 査 対 象 は 公 ⽴ ⼩ 学 校 6 年 ⽣ あ る い は 4 年 ⽣ の 1 学 年 の み

で あ り ， 調 査 内 容 は 全 て ⾃ ⼰ 評 定 尺 度 で あ っ た 。 今 後 は ， さ ら

に 調 査 対 象 を 増 や す と と も に ， 教 師 評 定 な ど 他 者 評 定 を 使 ⽤ し

た り ， 観 察 法 な ど を 併 ⽤ し た り す る こ と に よ っ て ， 本 研 究 の 結

果 と ⽐ 較 検 討 す る こ と が 必 要 で あ ろ う 。  

第 2 に ， 本 研 究 で は ， 教 科 に 違 い に よ る 差 の 検 討 を ⾏ わ な か

っ た 。 そ れ ぞ れ の 教 科 や 単 元 の 内 容 に よ っ て も ， そ れ ぞ れ の 学

習 に お け る 児 童 の 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影 響 が 変 わ る 可 能 性 も 考 え

ら れ る 。 そ れ ら の 検 討 に つ い て も ， 今 後 の 検 討 課 題 と し た い 。  

第 3 に ， 被 受 容 感 に は ， 個 ⼈ 特 性 だ け で な く ， 学 ⼒ や 地 位 特

性 な ど ， 様 々 な 要 因 が 影 響 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。 今 後 ，

そ れ ら の 要 因 を ふ ま え て 協 同 学 習 が 児 童 の 学 習 意 欲 に 及 ぼ す 影

響 を さ ら に 検 討 す る 必 要 が あ ろ う 。  
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